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平
成　

年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
９
月
定
例

２８

会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
議

案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
特

１０

１０

１２

別
会
計
は　

月　

日
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
い

１０

１３

ず
れ
の
会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
小
林
洋
子
一
般
会

１２
計
決
算
特
別
委
員
長
と
浅
倉
成
樹
特
別
会
計
決
算
特
別
委

員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会

計
は
賛
成
多
数
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派

の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平成２８年度決算総括表
単位：円

差　引　額歳出決算額歳入決算額

１，６４２，９８４，６２０６１，５２９，８８４，８８３６３，１７２，８６９，５０３一　般　会　計

２３７，０４６，２４８２０，１６０，６５６，５１７２０，３９７，７０２，７６５国民健康保険事業

特
別
会
計

４８，５３８，６３９３，９３９，９５８，９１１３，９８８，４９７，５５０後期高齢者医療

２７４，０９５，１１６１１，８６０，９８５，４７４１２，１３５，０８０，５９０介 護 保 険 事 業

２５３，０７９，３５５４，０８３，５７１，０２０４，３３６，６５０，３７５下 水 道 事 業

２，４５５，７４３，９７８１０１，５７５，０５６，８０５１０４，０３０，８００，７８３合　　　計

日程、開会時刻は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

2月　2日（金）総務委員会
2月　5日（月）生活文教委員会
2月　6日（火）厚生委員会
2月　7日（水）環境建設委員会（※1）
2月　8日（木）全員協議会
2月　9日（金）請願・陳情締め切り（午前中）（※2）
2月21日（水）議会運営委員会（※3）
2月26日（月）3月定例会本会議（初日）
2月27日（火）3月定例会本会議（代表質問）
2月28日（水）3月定例会本会議（一般質問）
3月　1日（木）3月定例会本会議（一般質問）

3月　2日（金）3月定例会本会議（一般質問）
3月　6日（火）予算特別委員会（一般会計）
3月　7日（水）予算特別委員会（一般会計）
3月　8日（木）予算特別委員会（一般会計）
3月　9日（金）予算特別委員会（特別会計）
3月12日（月）広聴広報特別委員会
3月13日（火）総務委員会

請願・陳情締め切り（午前中）（※4）
3月14日（水）生活文教委員会
3月15日（木）厚生委員会
3月16日（金）環境建設委員会

3月22日（木）議会運営委員会（※3）
3月27日（火）3月定例会本会議（最終日）

広聴広報特別委員会（※3）　
4月17日（火）広聴広報特別委員会
（※１）当日は現地視察を予定しています。委員会の再

開時間等につきましては、議会事務局にお問い
合わせください。

（※２）３月定例会初日上程の受け付け期限です。
（※３）開会時刻については、議会事務局にお問い合わ

せください。
（※４）３月定例会最終日上程の受け付け期限です。

議会を傍
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今後の

市役所7階
場　　所
原則として午前9時
開会時刻

傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

　

認
可
保
育
園
開
設
等
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

や
、
こ
だ
い
ら
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
す
だ
ち
の
整
備
に
よ

る
新
た
な
働
き
方
の
提
案
等
を

評
価
し
賛
成
す
る
。
臼
居
宅
訪

問
型
保
育
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
も
検
討
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

の
実
現
を
要
望
す
る
。
渦
今
後

の
拡
充
が
困
難
と
い
う
児
童
館

は
、
利
用
の
傾
向
や
需
要
等
の

把
握
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

嘘
将
来
を
見
据
え
た
学
校
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
長
、
教
育

長
の
か
じ
取
り
を
期
待
す
る
。
唄

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
は
場
所

も
含
め
効
果
の
検
証
を
し
て
ほ
し

い
。
欝
市
長
の
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を

市
全
体
の
働
き
方
改
革
の
旗
頭
と

し
て
進
め
て
ほ
し
い
。
蔚
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
期
待
す
る
。
以
上

を
申
し
述
べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
理
由
は
、
必
要
最
低
限

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関

し
、
特
段
の
不
利
益
を
市
民
が

こ
う
む
る
こ
と
な
く
、
一
通
り

各
種
事
業
が
執
行
さ
れ
て
い
る

と
い
う
１
点
で
あ
る
。
臼
多
選

自
粛
宣
言
を
破
棄
し
全
く
説
明

し
な
か
っ
た
市
長
の
議
会
軽
視

の
姿
勢
は
断
じ
て
許
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
渦
自
主
財
源
の
確

保
等
、
前
向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
嘘
想

定
外
の
多
大
な
財
政
調
整
基
金
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
、
検
証
と
反
省

を
十
分
に
行
い
教
訓
と
す
る
こ
と

を
強
く
望
む
。
唄
一
部
の
事
業
に

つ
い
て
、
予
算
審
査
で
の
説
明
と

異
な
る
内
容
の
執
行
が
さ
れ
た
こ

と
の
反
省
と
今
後
の
具
体
的
対
応

を
強
く
求
め
る
。
欝
ご
み
減
量
推

進
実
行
委
員
会
の
補
助
金
不
正
利

用
に
つ
い
て
再
発
防
止
の
具
体
的

対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上

を
申
し
述
べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

各
種
財
政
指
標
に
お
い
て
は
お
お
む

ね
改
善
傾
向
に
あ
り
、
堅
実
な
財
政
運

営
を
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。
臼
参
加

と
協
働
の
推
進
で
は
、
庁
内
意
識
の
一

層
の
啓
発
と
実
践
を
重
ね
て
求
め
る
。

渦
子
育
て
や
子
ど
も
の
環
境
に
つ
い
て
、

多
様
な
視
点
を
入
れ
地
域
の
市
民
活
動

等
と
つ
な
が
り
な
が
ら
進
め
る
よ
う
要

望
す
る
。
嘘
若
者
支
援
で
は
、
時
代
状

況
の
変
化
に
合
わ
せ
た
相
談
、
支
援
の

場
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。
唄

総
合
的
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践

に
は
縦
割
り
を
超
え
た
全
庁
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。
欝
緑
の
保
全
と

新
た
な
緑
づ
く
り
で
は
、
緑
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
創
設
等
を
再
度
要
望
す
る
。

蔚
教
育
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策

は
、
子
ど
も
家
庭
部
や
福
祉
部
局
、
関

係
機
関
と
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。
以

上
を
申
し
述
べ
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

受
益
者
負
担
及
び
補
助
金
の
見
直
し
に

全
く
進
展
が
な
い
。
こ
れ
だ
け
長
期
間
、

何
の
結
論
も
出
せ
な
い
こ
と
は
大
変
問

題
で
あ
る
。
渦
地
域
連
絡
会
は
１
か
所

に
と
ど
ま
り
地
域
協
議
会
へ
の
移
行
も

全
く
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
嘘
こ

だ
ま
ち
サ
ロ
ン
の
補
助
要
件
を
見
直
す

と
の
こ
と
だ
が
、
市
と
し
て
地
域
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
唄

空
き
家
等
利
活
用
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
求
め
る
。
欝
国
分
寺
駅
北
口
再

開
発
ビ
ル
へ
の
市
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

設
置
は
実
現
困
難
と
の
こ
と
だ
が
、
自

動
交
付
機
だ
け
で
も
設
置
で
き
る
よ
う

検
討
を
願
う
。
蔚
地
域
保
健
福
祉
計
画・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
等
、
密

接
に
関
連
す
る
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

計
画
を
結
び
つ
け
る
仕
掛
け
の
視
点
が

な
い
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

財
政
健
全
化
の
努
力
と
し
て
の
、
補
助

金
の
見
直
し
や
人
件
費
に
お
け
る
身
を

切
る
改
革
に
つ
い
て
は
不
十
分
と
考
え

る
。
渦
特
定
の
政
党
を
批
判
す
る
な
ど

の
催
事
へ
公
民
館
利
用
を
許
す
こ
と
は

社
会
教
育
法
に
抵
触
し
、
ま
た
後
援
す

る
こ
と
は
市
の
要
綱
に
反
す
る
と
考
え

る
。
公
正
、
公
平
な
行
政
運
営
に
疑
義

が
あ
る
。
嘘
市
長
は
、
北
朝
鮮
の
核
実

験
に
対
す
る
抗
議
文
を
送
る
な
ど
外
交
、

安
全
保
障
政
策
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
一
方
、

朝
鮮
大
学
校
の
問
題
に
つ
い
て
は
言
及

を
避
け
る
な
ど
、
一
貫
性
に
欠
け
る
姿

勢
が
露
呈
し
て
い
る
。
唄
補
助
金
交
付

団
体
に
使
途
不
明
金
が
発
覚
し
た
こ
と
、

ま
た
不
正
行
為
の
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
決
算
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
市
民
の

負
託
に
応
え
る
議
員
と
し
て
到
底
看
過

で
き
な
い
。
以
上
、反
対
討
論
と
す
る
。

　

主
な
賛
成
理
由
を
以
下
に
述

べ
る
。
臼
小
平
第
六
小
学
校
体

育
館
等
の
改
修
に
よ
り
、
避
難

所
の
安
全
対
策
が
進
ん
だ
こ
と

は
評
価
す
る
。
渦
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
の
活
用
に
よ
る
市
道
の
全
街

路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
経
費
削
減
を

評
価
す
る
。
嘘
市
長
が
健
康
都

市
宣
言
を
し
た
こ
と
は
高
く
評

価
す
る
。
唄
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
配
置
日
数
拡
充
等
、
支

援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
へ
の

施
策
の
充
実
を
高
く
評
価
す
る
。

手
数
料
等
の
受
益
者
負
担
適
正
化

は
ト
ッ
プ
の
責
任
と
し
て
早
期
決

着
を
望
む
。
健
康
と
福
祉
を
結
ぶ

庁
内
連
携
の
体
制
づ
く
り
は
具
体

的
に
施
策
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
市
長
の
粘
り
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。

駅
前
再
開
発
は
事
業
推
進
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上

を
申
し
述
べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（要旨）
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す
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賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

市
民
生
活
を
守
る
事
業
、
子
育
て
支
援
、

市
民
の
健
康
増
進
の
事
業
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
の
自
立
相
談
支
援
や
認
可
保

育
園
４
園
の
建
設
、
定
期
健
診
等
の
拡

充
等
を
評
価
す
る
。
渦
環
境
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
経
済
振
興
を
図
る
取
り
組
み

と
し
て
、
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
、
産
業
振
興
基
本
計
画
や

農
業
振
興
計
画
の
策
定
等
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
防
災
対
策
の
取
り
組
み
も
進
ん

だ
と
評
価
す
る
。
嘘
教
育
費
の
負
担
軽

減
と
学
校
施
設
の
充
実
等
に
つ
い
て
、

就
学
援
助
の
充
実
や
学
校
の
改
修
、
修

繕
を
進
め
た
こ
と
な
ど
を
評
価
す
る
。

唄
非
核
平
和
学
習
の
推
進
は
、
市
民
の

自
主
的
な
活
動
を
尊
重
し
、
励
ま
す
も

の
で
あ
る
。
欝
市
政
へ
の
市
民
参
加
の

度
合
い
も
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
と
評

価
す
る
。
以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

市 議 会 公 明 党
堅実な予算執行を評価、効果的な財政運営を望む

賛成フォーラム小平
待機児童解消への積極的な取り組みなどを評価

賛成政 和 会
最低限の市民サービスは一通り執行されている

賛成

日本共産党小平市議団
子育て支援等が基本的に推進されたことを評価

賛成生活者ネットワーク
課題を指摘しつつ堅実な財政運営と判断

賛成緑の党こだいら
積極果敢なまちづくりをどう展開していくのか

反対ム サ シ
財政健全化への努力が不十分な点等を指摘

反対

各各
会会
派派
のの
討討
論論

各
会
派

各
会
派
のの
討討
論論


